
2022 年度文系チャレンジ講座（第８回）を実施しました 

１月２５日（水）に経済学部の豊島 慎一郎先生を講師に迎え、「ボランティア

と現代社会」というテーマで、文系チャレンジ講座第７回を実施しました。国

東、別府翔青、大分雄城台、大分鶴崎、大分西、臼杵、竹田、安心院、中津南、

大分豊府、大分東、玖珠美山、日出総合、大分の１４校２５１名が受講しまし

た。今回の講義で、豊島先生はまず、ご自身の大学生の頃に参加したボランテ

ィア活動について、映像を交えて説明されました。バリアフリーを目指す活動

に関わる中で、ボランティアについて大学で専門に研究することになったとお

話されました。 

 次に、「ボランティアとは何か」ということ、またその特徴

について紹介されました。１自発性（やる気）、２無償性（手

弁当）、３社会性（世直

し）がボランティアの

大きな特徴であり、１

９９５年１月１７日阪神淡路大震災後のボランティア活動の実

際の様子を、資料映像を用いて話されました。高校生や大学生な

ど多くの若者たちが、初めてボランティア活動に参加し、被災者

の方々とコミュニケーションを取りながら行うことの重要さについて学んでいました。その後ＮＰＯ法

が成立し、日本人のボランティア活動が高まり、現在では社会貢献に関心を持つ人は６割以上になって

いるという現状を説明されました。 

 さらに、日本各地で発生した自然災害によって障がい者とな

った人々への支援活動が、現在進んでいる様子を紹介し、これ

から望まれる市民と行政が協同していくボランティア活動に

ついて話されました。最後に、人と人とのつながりから得られ

る楽しさ、喜び、生き

がいなどを、ボランテ

ィアを通して学んでほしいとまとめられました。 

受講生からは「ボランティアをすることによって、お互いに支

え合って温かい気持ちになり、生きがいを持つ人が増えてとて

もいい活動だと思った。私も募金やボランティア活動に積極的

に参加したい。」「ボランティアにも様々な種類があることを改めて知った。これから他者の問題を自分

のこととして受け止めるということを大事にしていきたい。」「コミュニケーションをとることによって

被災した人の心を和ませることが出来たり、孤独な思いをする

人がいなくなったりして、インターネットの会話にはできない

ことがコミュニケーションや手紙ではできると思う。」」今回の

授業は、とても良い経験になった。ボランティアの本当の意味

を学ぶことができた。」等の感想が寄せられました。 


